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(57)【要約】
【課題】　簡単な操作でロックを解除することができる
とともに、小さな力で確実に開蓋操作を行うことができ
、しかも不用意に開蓋して内容物がこぼれるようなこと
がないヒンジキャップを提供すること。
【解決手段】　ヒンジキャップは、上面に内容物を振り
出すための振り出し孔が設けられたキャップ本体とヒン
ジを介して連結された蓋体からなり、蓋体の上部には、
頂板に摺動自在に係合するスライド板が設けられ、スラ
イド板には、頂板に設けられたスライド長孔を貫通して
垂下するロック係合アームが設けられ、スライド板は、
ロック係合アームとキャップ本体のロック係合部が係合
して閉蓋状態となるロック位置と、同係合が解除されて
開蓋状態となる非ロック位置とに摺動可能であり、非ロ
ック位置では、スライド板がヒンジ側方向に引き出され
、一部が蓋体の側周壁より突出していることを特徴とす
る。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体の口部に取り付けられ、上面に内容物を振り出すための振り出し孔が設けられ
たキャップ本体と、上部の頂板と頂板の周縁から垂設された側周壁とを具え、側周壁がキ
ャップ本体とヒンジを介して回動自在に連結された蓋体とからなるヒンジキャップにおい
て、
　蓋体の上部には、頂板に摺動自在に係合するスライド板が設けられ、
　スライド板には、頂板に設けられたスライド長孔を貫通して垂下し、キャップ本体のロ
ック係合部に係合可能なロック係合アームが設けられ、
　スライド板は、ロック係合アームとロック係合部が係合して閉蓋状態が維持されるロッ
ク位置と、ロック係合アームとロック係合部の係合が解除されて開蓋状態となる非ロック
位置とに摺動可能であり、
　非ロック位置では、スライド板がヒンジ側方向に引き出され、一部が蓋体の側周壁より
突出していることを特徴とするヒンジキャップ。
【請求項２】
　振り出し孔はキャップ基体の上面に突出した振り出し突部の上面に穿設され、ロック係
合部は振り出し突部の側面に設けられた係合突条であり、該係合突条の下縁部にロック係
合アームの先端に形成されたフック状突部が摺動可能に係合することを特徴とする請求項
１記載のヒンジキャップ。
【請求項３】
　蓋体の頂板の上部には、スライド板の摺動方向に沿う側面に形成されたスライド突片と
係合するスライド溝を具えたスライド凹部が形成され、スライド板はスライド凹部内をロ
ック位置へ摺動して、ヒンジ側端部が頂板の周縁に一致し、平面視でスライド凹部に収納
されることを特徴とする請求項１または２記載のヒンジキャップ。
【請求項４】
　スライド板の上面には、ヒンジの反対側およびヒンジ側の端部に指掛け凸部を設けてい
ることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のヒンジキャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粒状または粉状の固形物からなる内容物を振り出して使用するヒンジキャッ
プに関し、とくに蓋体の開閉を容易にしたロック機構を備えるヒンジキャップに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　胡椒、ごま塩などの粒状または粉状の調味料の振り出し容器において、ヒンジによって
開閉される蓋体に振り出し孔に差し入れる突起を設け、閉蓋時に振り出し孔を塞いで内容
物の漏れを防ぐとともに振り出し孔の目詰まりを防止するキャップを口部に取着したもの
が知られている。
【０００３】
　このような振り出し容器は、調理をしながら使用されることが多いため、キャップには
蓋体を容易に開けられる機能が求められる。
　そのために、振り出し容器の口部に装着されたキャップ本体に、蓋体を開放方向に付勢
する軟質部材を設け、蓋体とキャップ本体が係止されるロック状態を解除すると、蓋体が
軟質部材の付勢力によって自動的に開放されるようにしたヒンジキャップが従来より知ら
れている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－６８２４４号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１記載の振り出し容器のキャップは、ヒンジ１１５の反対
側で、上蓋１１３の凸部Ｐ１とベース１１１の凸部Ｐ２とがアンダーカット嵌合すること
によってロックされ、上蓋１１３の先端を押し上げることで該ロックを解除するようにな
っているが、手指をかける上蓋１１３の先端は、取り出し孔２１２の配置スペースとの関
係でわずかなスペースしか与えられておらず、凸部Ｐ１と凸部Ｐ２の嵌合部との間隔も小
さいため、前記アンダーカット嵌合されたロックを解除するには指先に大きな力を必要と
した。
　そのため、アンダーカット嵌合の嵌合力を弱め、小さな力でロックを解除することがで
きるようにすると、上蓋１１３は常に軟質部材１１７によって開放方向に付勢されている
ので、上蓋１１３の先端にわずかに触れたり容器を落としたりしただけで、不用意にロッ
クが解除され、開蓋して内容物がこぼれてしまうという問題があった。
【０００６】
　また、上蓋１１３の先端を押し上げる際には親指を使うことが普通であるが、その場合
は、取り出し孔２１２が手前側になって内容物を振り出しにくいため、ロックを解除した
後に容器を持ち替えて内容物を振り出すという手間がかかる問題もあった。
　さらに、軟質部材１１７は、時間の経過とともに弾性力が失われ、開放方向への付勢力
が弱くなり、十分に蓋が開かなくなるということもあった。
【０００７】
　本発明は、上記問題を解決することを課題とし、蓋体の開閉を容易にするロック機構を
備え、簡単な操作でロックを解除することができるとともに、小さな力で確実に開蓋操作
を行うことができ、しかも不用意に開蓋して内容物がこぼれるようなことがないヒンジキ
ャップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するため、ヒンジキャップとして、容器本体の口部に取り
付けられ、上面に内容物を振り出すための振り出し孔が設けられたキャップ本体と、上部
の頂板と頂板の周縁から垂設された側周壁とを具え、側周壁がキャップ本体とヒンジを介
して回動自在に連結された蓋体とからなるヒンジキャップにおいて、蓋体の上部には、頂
板に摺動自在に係合するスライド板が設けられ、スライド板には、頂板に設けられたスラ
イド長孔を貫通して垂下し、キャップ本体のロック係合部に係合可能なロック係合アーム
が設けられ、スライド板は、ロック係合アームとロック係合部が係合して閉蓋状態が維持
されるロック位置と、ロック係合アームとロック係合部の係合が解除されて開蓋状態とな
る非ロック位置とに摺動可能であり、非ロック位置では、スライド板がヒンジ側方向に引
き出され、一部が蓋体の側周壁より突出していることを特徴とする構成を採用する。
【０００９】
　ヒンジキャップの具体的実施形態として、振り出し孔はキャップ基体の上面に突出した
振り出し突部の上面に穿設され、ロック係合部は振り出し突部の側面に設けられた係合突
条であり、該係合突条の下縁部にロック係合アームの先端に形成されたフック状突部が摺
動可能に係合することを特徴とする構成を採用する。
　さらに、ヒンジキャップの具体的実施形態として、蓋体の頂板の上部には、スライド板
の摺動方向に沿う側面に形成されたスライド突片と係合するスライド溝を具えたスライド
凹部が形成され、スライド板はスライド凹部内をロック位置へ摺動して、ヒンジ側端部が
頂板の周縁に一致し、平面視でスライド凹部に収納されることを特徴とする構成、また、
スライド板の上面には、ヒンジの反対側およびヒンジ側の端部に指掛け凸部を設けている
ことを特徴とする構成を採用する。
【発明の効果】
【００１０】
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　本発明のヒンジキャップは、蓋体の上部にロック位置と非ロック位置とに摺動可能なス
ライド板を設け、非ロック位置でスライド板の一部がヒンジ側に突出するようにしたから
、手指でスライド板を押圧しながらヒンジ側に摺動させればロックを容易に解除すること
ができ、そのままヒンジ側に突出したスライド板を押し下げれば容易に開蓋することがで
きる。
　このように、本発明のヒンジキャップは、スライド板をヒンジ側方向に引き出して押し
下げるという一連の動作により開蓋することができるから、容器を持ち替える必要がなく
、調理中に片手でも容器を使用することができるとともに、非ロック位置では、蓋体の側
周壁から突出したスライド板をてこの原理で押圧して、小さな力で容易に開蓋できるとと
もに、ロック位置では、スライド板をスライド凹部に収納できるので不用意に開蓋して内
容物がこぼれることを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明のヒンジキャップのロック状態を示す図で、（ａ）は上面図、（ｂ）は断
面側面図である。
【図２】図１（ａ）のＹ－Ｐ－Ｐ－Ｙ線における矢印方向から見た断面図である。
【図３】本発明のヒンジキャップの非ロック状態で蓋体を開けていない状態を示す図で、
（ａ）は上面図、（ｂ）は断面側面図である。
【図４】本発明のヒンジキャップの蓋体を開けた状態を示す図で、（ａ）は上面図、（ｂ
）は断面側面図である。
【図５】本発明のヒンジキャップの蓋体を示す図で、（ａ）は上面図、（ｂ）は断面正面
図である。
【図６】本発明のヒンジキャップのスライド板を示す図で、（ａ）は上面図、（ｂ）は断
面正面図である。
【図７】本発明のヒンジキャップを装着した振り出し容器の使用状態を示す断面側面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に、本発明のヒンジキャップについて、実施例を示した図面を参照して説明する。
【実施例】
【００１３】
　図１～７において、Ａはキャップ本体、ＢはヒンジＣによってキャップ本体Ａに連結さ
れた蓋体、Ｄは蓋体Ｂに摺動可能に係合するスライド板である。
【００１４】
　図１～３に示すように、キャップ本体Ａは、容器本体の口部１に筒部２の内周に形成さ
れたねじ部３で装着されている。
　筒部２の上端には、複数の振り出し孔４が穿設された上壁５が連設され、ねじ部３を締
めつけたとき、口部１の天面に接して容器本体内を密閉するようになっている。
　上壁５には、ヒンジＣの反対側寄りに上方に突出した振り出し突部６が形成され、振り
出し突部６は、平坦な上面７とヒンジＣの中心を通る径方向中心線Ｘ－Ｘに平行な側面８
、平面視で筒部２の周縁と同心円状の円弧を有するヒンジＣと反対側の前面９、ヒンジＣ
の径方向中心線Ｘ－Ｘに垂直方向の傾斜面を形成するヒンジＣ側の後面１０とを有する台
状をなし、上面７には複数の振り出し孔４が穿設されている。
【００１５】
　振り出し突部６の両側面８には、側方に張り出した係合突条１１が形成され、係合突条
１１は、下縁部１２を後述するスライド板Ｄのロック係合アーム３２のフック状突部３３
と係合して、蓋体Ｂをキャップ本体Ａに係止しロック状態を保つロック係合部を構成する
。
　係合突条１１の下縁部１２のヒンジ側は傾斜端面１３となっており、ロック係合アーム
３２が傾斜端面１３に沿って摺動することにより、なめらかな動作で強固なロック状態を
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現出することができる。
【００１６】
　蓋体Ｂは、上部の頂板２０と頂板２０の周縁から垂設された側周壁２１とを具え、側周
壁２１の下端には、ヒンジＣを介してキャップ本体Ａが回動自在に連結されている。
　頂板２０の裏面には、複数の差込突起２２が形成され、図１，２に示される閉蓋時には
、それぞれキャップ本体Ａの複数の振り出し孔４に差し込まれて嵌入し、内容物が漏れる
のを防止するとともに、振り出し孔４の目詰まりを防止するようになっている。
【００１７】
　頂板２０の上部には、スライド板Ｄがスライド凹部２３に嵌合して摺動可能に取り付け
られている。
　スライド凹部２３は、側周壁２１のヒンジＣ側の開口部から頂板２０の上部をヒンジＣ
の径方向中心線Ｘ－Ｘ方向に延び、頂板２０の上面から垂下しヒンジＣと反対側に設けら
れた端部壁２４を終端とする凹部を形成している。
　スライド凹部２３には、スライド板Ｄの両側面に形成されたスライド突片３１と係合す
るスライド溝２５、およびスライド板Ｄの両側面から垂下するロック係合アーム３２が貫
通するスライド長孔２６が、ヒンジＣの径方向中心線Ｘ－Ｘ方向と平行に設けられている
。
【００１８】
　スライド板Ｄのロック係合アーム３２は、下端部にフック状突部３３が形成され、閉蓋
時には、フック状突部３３の上縁部３４はキャップ本体Ａの係合突条１１の下縁部１２に
係合し、蓋体Ｂをキャップ本体Ａに係止してキャップをロック状態とする。
　スライド突片３３は、スライド板Ｄの両側面から水平方向外方に突出し、頂板２２のス
ライド溝２５に摺動可能に嵌合して、蓋体Ｂをキャップ本体Ａに係合している。
【００１９】
　スライド板ＤのヒンジＣと反対側の前端部３５は、スライド凹部２３の端部壁２４と同
様に、平面視で頂板２０の周縁と同心円状の円弧をなし、図１に示すように、前端部３５
が端部壁２４に突き当たるところまで押し込まれたロック位置では、ヒンジＣ側の後端部
３６は、蓋体Ｂの頂板２０の周縁に一致し、平面視でスライド凹部２３に収納されるよう
になっている。
　また、スライド板Ｄの上面は、頂板２０の上面とほぼ同じ高さの平板部３０と、前端部
３５および後端部３６に沿って、山形に突出した指掛け凸部３７とが形成されている。
【００２０】
　次に、本実施例の使用態様と作用効果について説明する。
　図１、２の閉蓋状態から、ロックを解除して開蓋するには、まず、手指をスライド板Ｄ
の後端部３６側の指掛け凸部３７にかけ、スライド板Ｄを下方に押圧しながら手前（ヒン
ジ側）に引き出す。
　スライド板Ｄのスライド突片３１が、蓋体Ｂ上部のスライド凹部２３のスライド溝２５
内をヒンジ側に向かって摺動するとともに、ロック係合アーム３２のフック状突部３３の
上縁部３４がキャップ本体Ａの係合突条１１の下縁部１２と摺動して、スライド板Ｄは頂
板２０の周縁から突出していく。
【００２１】
　フック状突部３３の上縁部３４が係合突条１１の傾斜端部１３にさしかかると、蓋体Ｂ
をキャップ本体Ａに係止していた緊締力が弱まり、ロックの解除過程が始まる。
　さらにスライド板Ｄが摺動して、上縁部３４が傾斜端部１３から離れ、ロック係合アー
ム３２と係合突条１１との係合が完全に外れると、スライド板Ｄはロックが完全に解除さ
れた非ロック位置となる。
　ロックが解除された時点で、スライド板Ｄの後端部３６はヒンジ側にかなり突出してい
るが、手指がかけられていた指掛け凸部３７をさらに後方に引きながら下方に押圧すると
、図３に示すように、ロック係合アーム３２がスライド長孔２６の端部に当接してスライ
ド板Ｄが止まり、同時に蓋体Ｂが開いて図４に示される開蓋状態となる。
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　そして、そのまま容器をひっくり返して振れば、図７に示すように内容物の調味料等を
振り出すことができる。
【００２２】
　このとき、スライド板Ｄの後端部３６はヒンジ側に大きく突出しているので、後端部３
６に沿う指掛け凸部３７を下方に押圧すると、てこの原理が働いて、小さな力で容易に開
蓋することができる。
　また、開蓋操作の間、手指は一貫してスライド板Ｄの後端部３６に沿う指掛け凸部３７
に置いて、手前に引きつつ下方に押圧すればよいから、容器を持ち替えるような必要がな
く、片手でも容易に使用可能である。
【００２３】
　次に、開蓋状態から蓋体Ｂを閉めてキャップ本体Ａに係止し、キャップをロックする手
順を説明すると、まず蓋体Ｂを閉じて差込突起２２を振り出し孔４に嵌入する。
　このとき、振り出し孔４は、差込突起２２によって内容物が漏れないように密閉される
とともに、孔内に溜まっていた内容物を除去して容器内に戻し、孔の目詰まりを防止する
ことができる。
　スライド板Ｄの前端部３５に沿う指掛け凸部３７に手指をかけ、ヒンジＣと反対側に押
圧してスライド板Ｄを摺動させると、やがてロック係合アーム３２のフック状突部３３の
上縁部３４が係合突条１１の傾斜端部１３に接し、ロック状態が始まってロック位置への
移行が始まり、さらに下縁部１２へ摺動していくことで蓋体Ｂがキャップ本体Ａに緊締さ
れ、完全なロック状態に移行する。
【００２４】
　さらにスライド板ＤをヒンジＣと反対側に摺動させていくと、前端部３５がスライド凹
部２３の端部壁２４に当接してスライド板Ｄは止まる。
　このロック位置では、図１に示すように、スライド板Ｄは平面視でスライド凹部１３内
に完全に収納され、後端部３６は頂板２０の周縁と一致する円弧をなして、側周壁２１の
周面とも一致する。
　この状態では、ロック係合アーム３２と係合突条１１との係合により、蓋体Ｂがキャッ
プ本体Ａに強く緊締されているとともに、スライド板Ｄはスライド凹部２３内に収納され
、所定長さ以上摺動させて引き出さないとロックが解除されないので、容器を落としたり
何かが軽く接触したりする程度では開蓋することはなく、不用意に開蓋して内容物がこぼ
れるようなことはない。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明のヒンジキャップは、とくに胡椒、ごま塩などの粒状または粉状の調味料の振り
出し容器に適用して好適なものであるが、調味料等の容器に限らず、粒状または粉状の内
容物を振り出す種々の容器のキャップとして広く利用可能である。
【符号の説明】
【００２６】
　Ａ　　　　　キャップ本体
　Ｂ　　　　　蓋体
　Ｃ　　　　　ヒンジ
　Ｄ　　　　　スライド板
　１　　　　　容器口部
　２　　　　　筒部
　３　　　　　ねじ部
　４　　　　　振り出し孔
　５　　　　　上壁
　６　　　　　振り出し突部
　７　　　　　上面
　８　　　　　側面



(7) JP 2012-176761 A 2012.9.13

10

20

　９　　　　　前面
１０　　　　　後面
１１　　　　　係合突条（ロック係合部）
１２　　　　　下縁部
１３　　　　　傾斜端部
２０　　　　　頂板
２１　　　　　側周壁
２２　　　　　差込突起
２３　　　　　スライド凹部
２４　　　　　端部壁
２５　　　　　スライド溝
２６　　　　　スライド長孔
３０　　　　　平板部
３１　　　　　スライド突片
３２　　　　　ロック係合アーム
３３　　　　　フック状突部
３４　　　　　上縁部
３５　　　　　前端部
３６　　　　　後端部
３７　　　　　指掛け凸部

【図１】 【図２】



(8) JP 2012-176761 A 2012.9.13

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(9) JP 2012-176761 A 2012.9.13

【図７】



(10) JP 2012-176761 A 2012.9.13

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 3E084 AA12  AB07  BA03  CA01  CB02  CB03  CC03  DA01  DB12  DC03 
　　　　 　　        FA03  FA09  FB01  GA01  GA06  GB01  GB06  GB17  GB23  JA18 
　　　　 　　        KA16  LA13  LA17  LB05  LB07  LD01 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

